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Abstract

Thelastseveraldecadeshaveobservedarapidlyincreaslngintegra-

tionofglobaleconomyandgrowlngSharesofintermediategoodsinin-

ternationaltradeflows.Internationaltradeaffectsproductionactivities

andchangestheirpatterns.JonesandKierzkowski(1990)havenoted

thatincreasingreturnsandspecializationencourageagrowlngfirmto

switchtoaproductionprocesswithfragmentedproductionblockscon-

nectedbyseⅣicelinksandsuchfragmentationspillsovertointerna-

tionalmarkets.Productionprocessesisdisintegratedandsplitinto

differentlocationbutthatleadtothesamefinalproduct.Manytrade

economistsbelievethisistobethereasonofincreaslngthetradeofin-

termediategoods.

Thisphenomenonhasbeenstudiedbymanyandgivendifferent

labelsineveryaspect,forexampleoutsourclng,Verticalspecialization,

fragmentationofproductionandsoon.Itseemstobenoslnglemeasure

forthoseactivitiesaspects.Aninterestingmeasurehasproposedby

Hummelsaetal･(2001)･Theirindex,verticalspecializationshare(VS),

canbeobservedquantitativelytheamountofverticalspecializationfora

countrythatusesimportedinputstoproduceexportedgoods.Theavaiレ

abilityofdataprovidedbytheOECD'sInput-Outputtables.But,

thoughtheinputwasintermediarygoods,outputcouldn'tseparatein-

termediarygoodsinthismethod.

Inthispaper,IintroducetheexpansionofVSusingtheAsianlnter一

mationallnpu卜OutputtableandcalculateVSoftheexportinter一

mediaterygoodswhichtheydidn'tpresent.

Keywords:Fragmentationofproduction,'Verticalspecialization;

Input-Outputtable
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1 はじめに

過去十数年の間に,実質的な経済統合が急速に拡大しつつある｡たとえば,

貿易額の対 GDP比率の伸張は,大半のOECD諸国で観測することができ
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る (図 1)｡こういった現象の理由としては,伝統的な貿易理論においては

サービス貿易の増大,またはそのシェアの増大や,関税自由化 ･撤廃による

効果などをあげてきた｡

これに対してJonesandKierzkowski(1990)紘,生産活動が貿易によって

大きく影響を受けるとして,新たな議論を提示した｡ここでは生産ブロック

(productionblock) とサービスリンク (servicelink)なる概念を導入し,

収益増大と特化の優位性が成長企業をして,その生産工程をサービスリンク

で接続されている寸断された (fragmented)(注1)生産ブロック群に転換する

ことを促進させること,またこのサービスリンクは調整や管理,運輸,金融

サービスやなどからなる活動をまとめたものであるが,生産工程のfrag･

mentationが別の場所にある生産ブロック間を結合しているものならば,こ

のリンクの需要はますます増大するものになることが述べられた｡そしてこ

のようなfragmentationは,国際市場にあふれ出ることとなり,国同士で比

較して生産性や要素価格が相違していれば,ある生産工程を構成する生産ブ

ロックは多くの国々に立地を広げていくことになる｡
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図 1 Trade(%ofGDP),OECD24カ国平均(worldDevelopment

Lndicator/TheWorldBank2004より作成)

(注 1)邦文の文献においては,fragmentは｢分断｣としているものが多い (Wakasugi

(2003a),Wakasugi(2003b))｡ただし,fragmentationは,もはや ｢生産工程の分断｣と

はせずに,｢フラグメンテーション｣とすることが多い.
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なお,fragmentationが生じる原因として,サービスリンクのコスト低下

と,サービス活動における規模の経済が重要である｡

また,こういった生産工程の変化においては,もとの生産工程が単一企業

のものであったとしても,寸断化した個々の生産ブロックやサービスリンク

が依然,単一の企業のものである必要は無い｡極端な状況では,すべての生

産ブロックやサービスリンクが別個の企業になっているかもしれないし,ま

たこの生産の連鎖の末端にある最終生産者は必要な中間財やサービスをすべ

て市場で調達することもありえる｡さらに,この複雑な垂直的国際分業

(Verticalinternationalspecialization)化および垂直統合生産工程 (vertically

integratedproductionprocesses)化の過程で,新しい企業やビジネスの生

起も考えられる｡

その結果として,生産ブロック間を移動する部品や半製品といった中間財

が貿易量の増大という形で観測されることになる｡

本論では,このfragmentationに近い概念である,垂直的国際分業を観測

するひとつの方法として提起された指標である,Hummelsaetal.(2001)に

よるvirtualspecializationshareを発展させ,国際産業連関表を用いて中間

財貿易の状況を観測することを目的とする｡

2 fragmentation概念およびその葉頁縁

前述のように,fragmentation概念は,JonesandKierzkowski(1990)によ

るとされる｡その後q)JonesandKierzkowski(2000)(注2)において,用語と

してのfragmentationとは,以前は統合されていた生産工程が,ふたつある

(注 2)Jones,RonaldW.andHenrykKierzkowski(2001)"AFrameworkforFrag-

mentation,"inbySvenW.ArndtandHenrykKierzkowskieds.Fragmentation:NeuJ

ProductionPatternsintheWorldEconomy,oxfordUniversityPress.として,出版されて

いる｡



434 経 営 と 経 済

いはそれ以上の構成要素 (これをfagmentsという)に分裂すること(spliting

up)としている｡

ある意味では,かなり暖味な定義であり,ひとつの問題は何を指している

のかについて,非常に広義で,拡大解釈が可能なことである｡たとえば生産

のモジュール化や,インターネット調達などのひとつひとつはfragmenta-

tionにきわめて密接な事象であろう｡また企業にとっては海外直接投資によ

る生産拠点における工程や製品の変更,納入先の転換や,外注,請負の選択

といったこと,また部門分離や国際提携など｡さらには規制緩和によるネッ

トワーク産業の水平,垂直の分離や統合,またバイパス企業の出現なども,

密接な関連事象であるといえる｡産業融合という用語で説明される事象の大

半も,fragmentationの一側面と見ることも可能ではないかと考えられる｡

わが国の元請下請制度も,もしかしたらfragmentation的であったのかもし

れないし,カンパソ方式やジャストインタイム方式も,自分がfragmentす

るのではなく,協力企業をfragmentさせるものとして解釈できるかもしれ

ない｡

もうひとつの問題は,理論の検証の問題であろう｡実際に移動する中間財

は企業レベルの取引であるはずであり,個々の取引の様相は金額 ･数量的に

も貿易統計という規模では把握しきれない可能性があるし,またサービスリ

ンク ･コストの分析や,生産関数を用いたサービス活動の規模の経済性の分

析も,対象が小規模で多様 ･多数であることから課題が多いと考えられる｡

また,国際的な物質移動を対象に議論される領域,たとえば環境問題を対

象とする学問領域などにおいては,根本的な視点の変化が求められる可能性

がある｡完全に国際化して分断化して拡散した生産プロセスを環境負荷とし

て分析しなければならないからである｡

この暖味な定義,したがって類似概念が多数あることに対する交通整理

は,Jonesら以降の多 くの研究者が通過する作業になっている｡たとえば,

Hummelsaetal.(1999,2001)は,それらの類似概念を以下のように列挙し
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ている(注3)0

●fragmentation (ofproduction)

●verticalspecialization

●slicingupthevaluechain

●outsourclng

●multi-stageproduction

●intra-productspecialization

Hummelsaは,fragmentationについてはJonesandKierzkowski(1990)

ではな く,1997年のworkingpaperを引用している(注4)0 Hummelsaらは

verticalspeciF1izationを採 り,これはBalassa(1967)での造語であろうとし,

Findlayも1978年の論文から,早い時期にこの述語を用いていたとする(注5)0

そのためverticalspecializationを採用しているようである(注6)0

なおHummelsaは以下のようにverticalspecializationを定義している｡

(a)財は2つあるいはそれ以上の連続したステージで生産される｡

(b)財の生産の間に2つまたはそれ以上の国々が付加価値を付与する｡

(注 3)Hummelsaetal･(2001)において列挙された類似概念の内,multi-stageproduction

はHummelsaetal.(1999)においては列挙されていない｡ただし,それを用いたDixit

andGrossman(1982)は引用している｡またfragmentationはfragmentationofproduction

としている｡短い期間に "fragmentation"という多少ともインパクトのある用語が普及

したものと考えられる｡

(注4)Jones,RonaldW.andHenrykKierzkowski(1997)"GlobalizationandtheConse-
▼ヽ

quencesoflnternationalFragmentation,manuscript,UniversityofRochesterand

GraduateInstituteofInternationalStudies,Geneva.

これは現在入手できないが,Calvo,GuillermoA.,MauriceObstfeldandRudigerDor-

nbusch(2001)Money,CapitalMobility ,andT71ade:EssaysinHonorofRobertA.Mundell,

TheMITPress.の中に所収されている｡

(注 5)Hummelsaらは,以下の文献をあげている｡Findlay,Ronald(1978)`̀AnAustrian

ModelofInternationalTradeandInterestRateEqualization,"JournalofPolitical

Economy,Voll86,pp.989-1008.

(注6)`̀ourpreferedlabel''という表現をとっている0
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(C)生産工程のステージにおいて少なくてもひとつの国が輸入の投入を用

いなければならない,そして産出されたもの一部は輸出されなければ

ならない｡

slicingupthevaluechainは,Krugman(1995,1996)による｡Krugman

はこれを,数多くの場所で,数多くの段階を経て商品を製造することであり,

それぞれの段階でわずかずつ付加価値が付けられていることであるとしてい

る｡例として自動車製造をあげている｡またこれが貿易に影響を与えるであ

ろうことを示唆している(注7)0

outsourcingは国際貿易理論以外でも多用されている用語である｡Hum-

melsaらはFeenstraandHansom(1995,1997)を例としてあげている(注8)0

このoutsourcingは外部委託ではなく (多国籍企業等による)海外生産の輸

入をさしていた｡わが国でも ｢海外アウトソーシング｣は ｢業務の海外移転｣

や ｢海外部品調達｣ (offshoresourcing)の意味として用いられている｡現

在では製造業部門だけではなく,ソフトウェア生産やコールセンター業務な

ども含まれる｡

Feenstraはoutsourcingが国内で中間財または最終財として何度も取引さ

れることが,国内工業統計のダブルカウントを引き起こしたり,当時の工業

統計は取引コストや外注コストを含まないことを指摘し,outsourcingの影

響がが適切に統計に反映していないことを議論している｡この結果,たとえ

ばナイキの海外生産シューズは原材料 として工業統計に計上されないこと

や,GE社がGEブランドで販売する韓国Samsung製電子レンジが,原材

料としても最終製品としても工業統計に反映されないことを例にあげてい

(注7)Krugman(1995)の,pp.333-334参照｡

(注 8)Hummelsaが引用したのはFeenstraandHansom(1995)が公刊された,Feenstra,

RobertC,andCordonH.Hansom(1996)"ForeignInvestment,Outsourcingand

RelativeWages,"inG.M.GrossmanR.C.FeenstraandD.A.Irwineds.ThePolitical

EconomyofT71adePolicy:HonorofJagdishBhagwati,Cambridge,MA:MITPress,pp.

89-127.である｡本論のサーベイはほぼ同じ内容のFeenstraandHansom(1995)に依った｡
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る｡

こういった雇用や賃金の評価に影響を与えかねない統計の是正の見地か

ら,Feenstraは,outsourcingとは,米国の多国籍企業q)輸入に加えて,栄

国企業の生産に用いられる,あるいは米国企業のブランドで販売されるすべ

ての輸入中間財 と最終財を含むものという定義を提示した(注9)｡さらに,

FeenstraらはFeenstraandHansom(1999,2001)などでoutsourcingとして

研究を進めている｡

disintegrationofproduction(process)または,disintegrationは,Feenstra

(1998)によって用いられているが,同論文においても基本的には (foreign)

outsourcingを用いている｡そしてこれは,integrationofworldmarketsは

disintegrationofproductionによってもたらされると,対比的に使用された

用語であり,国外でなされた生産やサービス活動が,国内でなされたものと

結合することであるとしている｡垂直統合された生産工程の分解を表し,フ

ォー ド社がこの分野の論文において例示 とされることが多いが,Fordist

productionのことであるとしている｡

multi-stageproductionは,DixitandGrossman(1981,1982)による｡こ

れはそれまでのBalassa以来の中間財貿易に関する理論モデルは基本的に

2-stag生産モデルであり,基本的に上段で中間財が生産され,他の中間財

とともに下段で最終財になるという構造になっていたのに対し,多段の垂直

構造を導入した｡これにより国境をまたぐステージのモデルも考察できると

した｡

intra-productspecializationは,Arndt(1997)による｡これは海外調達のモ

デルを考察するにあたって,標準的な貿易理論に,生産工程の部品段階への

分解という修正を加えたので,国境を越えた製品間特化ということになるか

らである｡

(注9)FeenstraandHanson(1995)の,pp.19-20参照.なお,FeenstraandHanson(1997)

では,foreignoutsourcingという表現もしている｡



438 経 営 と 経 済

以上は,Hummelsaetal.(1999,2001)の列挙したものをあらためてサー

ベイしたものであるが,この中で前出のFeenstra(1998)はさらに類似の概

念をあげている｡

●Kaleidoscopecomparativeadvantage(Bhagwatiの1994年の論文によ

る(注10))

●delocalization (Leamerの1996年の論文による(荏ll))

●Intra-mediatetrade(AntweilerandTrefler(2002))

さらに,Splinteringや,internationalizationも同様の概念に使われている｡

また,略語にする場合は,IFP (internationalfragmentationofproduction)

とするものもある (HelgandTajoli(2005))0

これらはいずれもそれぞれの研究者が自分の視点で名づけたものであり,

工程に着目するのか,国境に着目するのか,財 ･サービスに着目するのかな

どによって少しずつ変わったニュアンスを持つ｡本論では特別な概念を意味

するのでなければ,基本的にfragmentationを使いたい｡

さらに理論的な部分に関してはJonesandKierzkowski(1997),Deardorff

(1998,2001),ChengandKierzkowski(2001),GrossmanandHelpman

(2005),JonesandKierzkowski(2005)等に詳しい｡

(注10)Feenstraは,Bhagwati,JagdishN.andVivekH.Dehejia(1994)`̀FreerTradeand

WagesoftheUnskilled-IsMarxStrikingAgain?,"inJagdishN.BhagwatiandMarvin

Kosterseds.T71adeandWages･'LeuelingWagesDown?,WashingtonD.C.･'American

Enterpriselnstitute,pp.36-75.によるとしている｡

(荏ll)同じくFeenstraは,Leaner,EdwardE.(1996)"TheEffectsofTradeinServices,

TechnologyTransferandDelocalisationonLocalandGlobalIncomeInequality,"Asia-

PaclficEconomicReview,Vol12,pp.44-60.によるとしている｡
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3 fragmentationの観測とHummeJsaのvirtual

specializationshare

すでに述べたように,fragmentationは比較的最近登場してきた新しい国

際経済の一様相でもあり,定義自体も,さらに用語でさえもいまだ確定した

ものとは言えない｡したがってその状況を観測するとしても,いかなる変数

を対象にするべきかは難しい問題である｡貿易統計も工業統計も,それに対

応したものではない｡また企業レベルで生じているとすれば,ミクロデータ

からアプローチするしかないという考え方もできよう｡

前出のFeenstra(1998)では,広範囲で暖味な定義に沿うような単一の

指標は無いとして,い くつかの異なった指標の観測によるとしている｡

Feenstraは長期データの分析により,1970年代からoutsourcingが拡大して

いるとしている｡ここで彼は貿易の統合状態,生産の分解状態,賃金の不平

等化などから,間接的に判断を下している｡もしfragmentationが主として

量的な変化ではなく,質的な変化が主要なものであれば,このようなアプロー

チが妥当であるかもしれない｡

このような中で,Hummelsaetal.(2001)は,virtualspecializationshare

なる,独特の指標を提示した｡これはOECD等の非競争型の産業連関表を

用いて,virtualspecializationについての指標を導出したものである｡これ

により,最終需要向けか中間需要向けか区別が困難な貿易テ一夕と異なり,

輸入品に関しては中間財のうち国内産出分 と輸入分を分別できる利点があ

る｡その代わり貿易統計はどの詳細な財の分別はできない｡

virtualspecializationshareの導出は次のようになものである｡なお,

Hummelsaetal.(2001)のnotationでは,産業連関表上の輸出変数はXを用

いているが,伝統的な産業連関表のnotationでは取引額あるいは産出額と混

同する恐れがあるので,輸出を表す変数はEを用いて書き直している(注12)0

(注12)逆に,Hummelsaらのnotationが普遍化しているので,逆効果であるかもしれない｡
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また,後述の行列表示にあわせるため,原著の添字 iはjに置き換えてある｡

まず,以下の変量を定義する｡(注13)

VSkj
中間財輸入額kj

産出額kj ･輸職 -監 驚 ×中間財輸鳩 j ( 1)

k:国 ･地域,j:財または部門

VSkjはk国の輸出額中の輸入による投入分,すなわち輸出額中の外国で

の付加価値がついた部分ということになる｡なお,式(1)の中央の辺の,(中

間財輸入額kj/産出額kj) は,産業連関理論では輸入分の ｢中間投入比率｣

といわれるものに他ならない｡

式(1)から明らかなように,第j財あるいは第j部門に対して,輸出に占

める帽 kjの比率箸 は,輸入分の ｢中間投入比率｣に等しくなるOここで,

Ekjはk国の第j財の輸出額である｡

ここで,総輸出額Ekに占めるVSkの比率を以下のように定義して,式変

形を行う｡

VSk-∑jVSkj,Ek-∑jEkj

Ek Ek Ek
vi k- 讐 一旦些 一丁■1

-∑j(箸 ･慧)
(2 )

原論文では,Vikの部分は,VSsha,eoftotalexpo,tsなる,長い変数名がつけら

れているが,簡略化している｡

この総輸出額Ekに占めるVSkの比率であるVikは,各部門の輸出に占め

るVSkjの比率,箸 を･輸出全体に占める割合EB で加重平均したものに
なっている｡したがって,この Vikは,総産出における輸入投入の比率よ

りも大きい値になる｡

すでに述べたように産業連関表を用いることにより,輸入財を最終需要用

(注13)Hummelsaetall(2001)では,中間財輸入額,輸出額,産出額の添字研 ま省略され

ている,
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と中間投入用に分別できるはかに,輸入財がとの部門に入っているかを分別

できる｡貿易統計の場合はこれができない｡このことによって,(1),(2)の

計算は,追加的なデータ整備無しに容易になる｡

産業連関表を用いるので,(2)を行列表示して,原論文で省略された部分

を示そう｡ここで,aMljは中間財輸入による投入係数,それを要素にする

AMは非競争型産業連関表の輸入分の投入係数行列,またEは輸出ベクト

ルとする｡
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aMnl aMn2

∑jP-1aMljEj

∑JP-1aM2jEj
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〃
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･
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且
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且

aMllEl+aM12E2+-+aMlnEn

aM21El+aM22E2+-+aM2nEn

aMnlEl+aMn2E2+-+aMnnEn

この列ベクトルM は,輸出のためだけの中間財のみからなる輸入ベクト

ルである｡

さらに,単位行ベクトルeを左側から掛けて,

e㌦ E-(11 1)-

∑]?-1aMljEj

∑]?-1aM2jEj

∑,?-1aMnjEj

-∑鎧1∑,7-1aMljEj

-∑,?=1∑?=1aMlJEJ-∑,?=1(∑?=laMlj)EJ

ここで,(∑?=1aMlJ)は,第j列部門における輸入中間財の合計比率 (投入

ベクトルの列和 :aj-輸入分の中間投入比率-中間財輸入額kj/ 産出額kj)

にはかならないので,

(∑?=1aMlJ)EJ-VSkJ

∑,?=1(∑?=laMlJ)EJ-∑,?=1VSkj-VSk

よって,以下のように Vikを行列表示できる｡



442

逆 些一讐 -vikEk

経 営 と 経 済

畑

ここで再度注意すべきことは,式(1)における,｢中間財輸入額｣は当該i

行部門の輸入品目だけではなく,第j列部門に投入されたすべての輸入品比

率の総和である (∑?=1aMli)であるということである.

ここで特定の財または部門のみに着目した場合は次のようになる｡たとえ

ば第j部門のみを取り上げれば,VSkjを計算可能である｡

″〟ll α〟12 - α〝

AMEj-
α〟21α〃22

eAMEJ-(11･･･1)

α
α

〃
-Jt

〃

〃

l

り一

nn
aMljEj
aM2jEj

0
-

卑
･･
･o

-∑7-1aMljEj

= (∑?=laMlJ)EJ-VSkJ

さらに,製造部門のみアグリゲー トしたりすることが可能になる｡

Hummelsaはさらに,このモデルを以下のように改善している｡

この式(3)の定式化においては,輸入された中間財はすべて一過性で輸出

財に含まれていることになる｡したがって,国内の産出のために何度も使用

される輸入中間財を考慮していないので,過小評価になる可能性がある｡こ

のため,さらに以下のように式を変える｡

すなわち,輸出のために誘発される産出全体に輸入中間財が投入されるも

のとする｡非競争輸入型を前提とすれば,バランス式を以下のように,最終

需要が輸出のみの形で表せば,これによって誘発される産出額Ⅹは,輸出

のためだけの中間財のみからなる輸入ベクトルM とともに,以下のように

表せる｡

i
x-ADx+E
M-A〃Ⅹ

(Ⅹ-ADx)-E => (ト AD)Ⅹ-E =∋ Ⅹ-(I-AD)~1E

∴M-A〟Ⅹ-A〟(卜 が )~1E
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すると,式(3)は以下のように修正される｡

.7 6 _垂竺(トAD)~1E_
V:Sk-

Ek

443

(4)

以上のように,非競争輸入型の産業連関表を用いれば計算可能なvirtical

specializationshareであるが,アグリゲートすることによるバイアス,vir-

ticalspecializationchainに加わるパターンは一様ではないことによる過誤が

含まれることに注意が必要なことなど,留意すべきことが原著者によっても

指摘されている (Hummelsaetal.(2001))0

4 国際産業連関表を用いた virticalspecia一izationshareの

拡張

Hummelsaらのvirticalspecializationshareは,非競争輸入型の産業連関

表を用いることにより,あらかじめ国内分と輸入分の投入構造が分離されて

いる情報を利用することで実現されたものである｡すでに述べたように

Hummelsaらは主としてOECD連関表を用いている｡

このことはHummelsaらが提示した,3国2国境のvirticalspecialization

モデルに適合している｡図2は,Hummelsaらのvirticalspecializationモデ

図2 Hummelsaetal.(2001)モデル+最終財輸入
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ル (原著p78Fig.1)に,点線で描画された最終財輸入を追加したものであ

る｡元来のモデルはこの最終需要輸入の部分を必要とはしていないが,非競

争輸入型の産業連関表はここまでの情報を含んでいる｡

非競争輸入型の産業連関表では,各部門へ投入される国産財と輸入財が,

完全に非競争的であると仮定する｡非競争的とは代替性が無いということで

あり,輸入財は海外で生産され,またその生産に際して国内に波及を及ぼさ

ない｡非競争輸入型は輸入財の需要構造が詳細に記述されており,現実の需

給モデルをもっとも正確に表現することができるとされ,国内投入構造と輸

入投入構造を分離しているために,競争型産業連関表では利用の難しい分析

に用いることができるのは事実である｡

また,非競争輸入型から競争輸入型への変換は容易にできる (逆はできな

い)｡また国産品と輸入品を完全に別の財として扱うために代替性が無いと

いう仮定の妥当性と,技術係数としての安定性が批判されることもあるが,

わが国のような先進国では国産品と輸入品では厳密には需要が異なることも

あるため,逆に競争型における完全代替性を疑うべきという指摘もある｡た

だし作成には競争輸入型よりも作業が多いために,リリースされるまでのタ

イムラグ,部門数,精度といった点で競争型産業連関表よりも一般的ではな

い｡

しかしながら非競争輸入型でなければならない産業連関表もある｡もっと

も代表的なものは地域間産業連関表である｡ 2地域連結,多地域連結,また

国内地域間,国際間などの種額がある｡たとえばわが国では国内については,

経済産業省が昭和35年以来 5年ごとに作成している各地域毎の地域内産業連

関表を,さらに連結させて地域間産業連関表を作成 ･公表してきた｡また,

国際産業連関表についても,通商産業省国際産業連関表および日本貿易振興

会アジア経済研究所によるアジア国際産業連関表などがある｡

ただし,完全非競争方式の国際産業連関表の作成に必要な国別 ･財別 ･産

業部門別の輸出入統計制度が整備されているような国は日本などわずかであ
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り,途上国では事実上不可能といってもよい｡また,国際産業連関表も,読

争輸入型モデルでは ｢国別 ･財別｣の輸出入統計で作成可能であることから,

対象国間の輸出入は非競争型モデルとして扱い,その他世界 (ROW :rest

oftheworld)には競争輸入型モデルを利用するタイプが多い｡

これらの国際連関表を用いた場合は,先のHummelsaらが提示した,3

国2国境のvirticalspecializationモデルをさらに拡張することが可能であ

る｡すなわち,中間財と最終財輸入の国産分と輸入分の分離だけではなく,

それが域内の国別になること,そして輸出についても中間財と最終財輸出が

分離して,さらに域内の国別になる｡そして,これらの性質を有する域内の

国数だけのvirticalspecializationモデルが作成可能である (図3)0

本論では,域内の国数だけのvirticalspecializationモデルを考え,以下の

ようなvirticalspecializationshareの応用拡張を考える｡

まず,国別の輸出および,国別の輸入による中間投入構造が与えられるこ

とにより,あるk国について,p国からの中間財輪についての,q国に対す

る輸出におけるvirticalspecializationshare,VSpkqを評価可能になる.

VSpkq
eApM(I-AD)IIEq

Ek

図3 国際産業連関表を用いたvirticalspecialJ'zationモデルの拡張

(5)
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国際産業連関表の構造から,域内の国数をl+1,産業部門数をnとし,

自国の国産分のnxn投入係数行列をADkとする｡ここで,Bk-(I-ADk)Jl

とおき,また各国からの中間財の投入構造を表す投入係数行列 AMP,(P=

1,‥.,l)を縦にブロック化して配列した,拡張されたnlxn輸入投入係数行

列をA〟とする｡同様に,ある国への中間財 と最終財別の輸出ベクトル

(EqI,およびEqF) を列として持つ輸出行列Eq,(q-1,･‥,l)を横にブロ

ック化して配列した,拡張されたnx21輸出行列をEとおく(注14).

,E-(El･･･Eq.･･E,)nx21

これらのブロック行列は,すべて国際産業連関表から抜き出して作成され

る｡

すると,

AMIBkEl･･･ AMIBkEq ･.LAM

AMnlXn(Bk)nxnEnx2l-AMpBkEl- (AMpBkEq)nxl･.･AMpBkEI

AMIBkEl･- AMIBkEq ･･･AMIBkEl nlx21

よって,Eqlxl-EqI+EqFとしたときには,Virticalspecializationshare行列,

elxnlAM(I-ADk)IIE

Ek

｣U･
一隅職

-IVSlkL

-I/量kl

･･･VSlklJxJ

-VSk (6)

を得ることができる｡Eqのかわりに,中間財および最終財輸出ベクトル

EqIまたはEqFを代入すれば,それぞれ中間財および最終財輸出に対応する

(注14)域内の国々の中間需要はn部門であるので,輸出行列Eの次元はnx21と表記した

が,域内最終需要 (当該国からの輸出)およびROW への輸出は部門数が異なっている｡

ここではnotationを複雑にしないために,域内中間需要の場合のnX21次元で統一して

表記しておく｡



国際産業連関表を用いたvirticalspecializationshareの拡張 447

virticalspecializationshare行列が得られる (両者を加算すれば,上記の

iFTskになる)0

ここで,k≠p,k≠qとする｡またp-qはありうる｡

弓福 k行列について,行和または列和をとったベクトルは,それぞれ

VS pk-

∑去=1号膏1kq

∑ 吉=1喝 kq

∑乞=1VTslkq

vLskq-(∑去=1石膏1kl･･･∑去=1石膏1kq･･.∑L=1Vslkl)

(7)

(8)

となり,VSpkは,それぞれp国からの輸入財のみを含む輸出q)specializa-

tionshareを要素にする縦ベクトル,VSpkは,それぞれq国への輸出財に

ついてのvirticalspecializationshareを要素とする横ベクトルを表す｡これ

らは輸出財別の評価 (中間財,最終財,部門別)が可能である｡また,

p- k- qのvirticalspecializationにおいて,どの国からq)中間財が大き

く寄与し,またどの国への輸出がvirticalspecializationshareの値が大きい

かということを評価可能になり,Hummelsaetal.(2001)のvirticalspecialト

zationモデルが2-stage的で中間財輸入 ･最終財輸出であったのに対して,

multi-stageの連鎖の一部と~して,中間財輸入 ･中間財輸出の両方から把握

することが可能になる｡

なお,行列∇Tskの要素である,個々のV:Spk招こついても議論可能であるが,

あまりにも細分化されて不安定になる可能性が高いので,本論では集約した

ものを対象にしている｡

また,行列VLskの要素をすべて総和すれば,本来の 砲 に相当する値に

なる｡
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5 使用するデータ

以上のように,Hummelsaらの分析を発展させ,中間財-最終財の流れ

によるvirticalspecializationだけでなく,fragmentationを含む可能性が高

い,中間財-中間財の流れも分析対象にするために,各国で作成されるもの

や OECD産業連関表(注15)に代表される個別の国 ･地域の産業連関表のシ

リーズではなく,輸出先である国 ･地域別の中間財輸出,また輸出元である

国 ･地域別の中間財輸入をあらかじめ分離して作成されている,国際産業連

関表を用いる｡

現在,わが国で入手性の点から,一般に利用可能な国際産業連関表として,

通商産業省国際産業連関表および日本貿易振興会アジア経済研究所によるア

ジア国際産業連関表がある｡前者は,最新のものとして 『1990年 日･米 ･欧

州 ･アジア国際産業連関表』が利用可能であるが,中間投入構造については,

日本 ･米国 ･欧州 (英国,仏国,独国の 3カ国を統合)･アジア (インドネ

シア,マレーシア,フィリピン,シンガポール,タイ,中国,台湾,韓国の

8カ国 ･地域を統合)の4カ国 ･地域にアグリゲートされている｡また中間

投入部門は40部門である｡

これに対して,後者は10カ国 (イン ドネシア,マレーシア,フィリピン,

シンガポール,タイ,中国,台湾,韓国,日本,米国)について最大78部門

の中間投入部門となっている｡

統計作成状況の異なる国々の産業構造を推定し,貿易データでそれらを接

続していく作業は非常に難しいものであり,多数の国 ･地域に分離している

こと,また多数の中間投入部門を設定していることが,即,産業連関表自体

の優劣を決めるものではない｡本論においては,中間財間の貿易に関する指

(注15)OECDInput-Outputtables(edition1995,ISICRev.2)は,OECDの公式webサイ

ト上で公開されている｡
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標の拡大可能性探求という立場から,素材として後者を選択している｡

以上の見地から,国際産業連関表として,アジア経済研究所によるアジア

国際産業連関表 (1990年表,1995年表)を用いる (アジア経済研究所(1998,

2001))｡なお,1985年表 (アジア経済研究所(1992))も利用可能であるが,

データは24部門までなので,78部門が利用可能である1990年表,および1995

年表を用いることにする｡

表 1に国際連関表の模式図を示す｡表の各要素は行列およびベクトルであ

る｡

中間需要 最終需要 域外輸出 総産出

国 1 国 2 国 1国2 ROW

域内 国 1 Xll XlZ F11 F12 LFl Xl
国2 x2l X22 F21 F22 LF2 x2

域外輸入 ROW WX11WX12

付加価値 VI V2

表 1 国際産業連関表の模式図

ある国1に着目した場合,国産分の中間投入と最終需要,また輸入分の中

間投入と最終需要を分け,ひとつの国に関する非競争輸入型の産業連関表を

作ることができる｡

国産分の中間投入 :Ⅹ 11

国産分の国内最終需要 :Fll

国産分の輸出 :Ⅹ12+F12+LFl

輸入分の中間投入 :Ⅹ21+W Xl

輸入分の国内最終需要 :F12

ここで,Ⅹ12は国2における輸入分の中間投入になる｡またいくつかの国 ･
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地域をグループ化しても同様のことができる｡(注16)

まず,このようにして分解された各国 ･地域の国産分,輸入分それぞれの

中間投入および最終需要,輸出を整理 して作成した,1990年表,および1995

年表の集約表を示す (表 2)0

表 2の構造は,横方向に見れば,それぞれ各国からの他国 ･地域にとって

の輸入分中間投入 (輸入になるID)および輸入分最終需要 (FD)のための

輸出を示す｡国際産業連関表においては前者は投入構造の一部 として,後者

は最終需要の一部 として記述されているものであるが,再整理 して輸出入の

状況を見やす くしたものである｡

縦方向は,各国の輸入分の中間投入ベクトル,および輸入分の最終需要ベ

ク トルを,地域全体について合計したものである｡ ここでは全部門の合計の

他に,中間財貿易に深 く関係すると予想される製造業部門,機械工業部門,

電気 ･電子工業部門,自動車部門について,それぞれ部門別に合計したもの

を列挙してある｡それぞれ78部門計,および製造業部門49部門,機械工業部

(注16)ある国1に着目した場合,国際連関表から非競争輸入型の産業連関表を作成できる｡

産出高のバランスから,輸入合計をM とすれば,

Ⅹ 11+Fll+(Ⅹ12+F12+LFl)-Ⅹ1

(Ⅹ21+WXl)+F12-M

ここで,XD-Xll,XM-x 21+WXl,E-Ⅹ12+F12+LFlとおけば,

(≡:ド (FILI2E)-(XMlト(AA: )xlI(FIB:2E)-(XMlト fAA% 11工芸 211='ME)-Ⅹ1

ここで,Aか,A〟はそれぞれ 国産分と輸入分の投入係数行列である｡

さらにここでは,ROW の影響が小さいとしていることに注意しなければならない｡表

1の形状から明らかなように,このような国際産業連関表ではROW からの最終需要輸

入,またROW からROW への域外取引は省略されているoあるいは国産分の輸入の中

に繰り込まれている｡

本論で用いる国際産業連関表は,日米を域内に含むことにより全体ではROW をでき

るだけ小さくするように作成されているが,実際はROW による影響を無視することは

できないので,算出された値においては,そのことを留意しておく必要がある｡
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門 (一般機械,電気機械,輸送機械,精密機械)13部門,電気 ･電子工業部

門2部門,自動車部門2部門を統合したものである｡

国 ･地域を表す記号はそれぞれ 域内については,Ⅰ:インドネシア,M :

マレーシア,P:フィリピン,S:シンガポール,T:タイ,C:中国,N:

台湾,K:韓国,∫:日本,U:米国,また域外扱いとして,H:香港,

ROW (Restoftheworld):それ以外の国地域,としている (部門コード,

国 ･地域記号についてはアジア経済研究所(1998)のものを用いている)(注17)0

この後の議論においても,これらの地域記号を用いることにする｡

まず,この1990-1995年の期間において,横方向に見た場合,製造業部門,

機械工業部門,電気 ･電子工業部門,自動車部門の各合計において,名目値

であるが,いずれの国から輸出された中間財も,最終財も増加傾向にある｡

各国別の輸入状況までブレークダウンすれば増減はあるものの,当該期間に

おいて域内の輸出合計値 (すなわち縦方向に見た場合は輸入合計)は急激に

増加している｡

この1990-1995年の期間は以下のような時期であった｡

まずわが国は1989-1990年にかけてのバブル崩壊時期の直後から後遺症の

残る時期であった｡また米国は1991年 3月の景気の谷の後,2001年まで10年

にわたる景気拡大時期の前半である｡中国をめぐる情勢では,まず台湾は

1986年の国民党以外の政党である民主進歩党を承認,1987年の戒厳令解除,

外貨持ち出し規制の解除,台湾住民の中国大陸への親族訪問の解禁がなされ

た直後であり,まず香港経由の間接的な形での民間企業の中国向け投資と貿

易が増加し,また中小企業を中心とする労働集約型産業の対岸地域への投資

が進んだ時期である｡またこの後1990年代半ばまでに,台湾の全輸出および

間接投資の相当比率が中国向けになったとされる｡また韓国は1992年に中国

との国交を正常化し,台湾と外交的に断交し,中国投資ブームが起きた期間

(注17)域内の国･地域については輸入税および輸入消費財を控除してあるが,域外の国地

域はCIFの値になっている｡ここではそのまま使用した｡



452 経 営 と 経 済

l M 全部門 製造業部門 機械工業部門 電気 .電子工業部門 自動車工業部門

Sec. 001-056(78) 017-050B (49) 045A～049(13) 046A,046B 047A,047B

E 午 '90 l '95 '90 t '95 ･90 1 '95 ･90 l '95 ･90 l ,95

Ⅰ ⅠD 16,945 24,817 4,808 9,967 123 1,220 45 810 18 74FD 2,632 7,337 1,954 5,352 63 1,345 28 870 4 137

計 19,577 32,154 6,761 15,319 187 2,565 73 1,680 23 2~12

M ⅠD 15,128 33,532 6,823 25,729 3,368 15,852 3,036 14,546 18 104FD 4,253 14,688 3,648 13,304 2,230 10,227 1,858 8,880 12 122

計 19,381 48,220 10,471 39,033 5,598 26,080 4,895 23,425 30 226

P ⅠD 3,489 8,429 1,909 5,242 635 2,062 594 1,928 26 63FD 2,825 5,500 1,837 3,591 455 683 424 604 ご lh

計 6,314 13,929 3,746 8,833 1,090 2,746 1,018 2,532 28 80

■S ⅠD 12,824 26,881 12,824 25,762 5,071 15,647 4,237 13,467 60 108FD 9,231 18,551 9,231 17,811 6,892 15,587 5,801 13,514 2& 61

計 22,055 45,432 22,055 43,573 ll,963 31,234 10,038 26,980 88 169

T ⅠD 6,192 18,016 4,329 15,785 1,634 7,353 1,268 6,282 43 115FD 6,094 13,550 5,520 12,475 1,686 5,396 1,436 4,469 21 23

計 12,286 31,566 9,849 28,261 3,320 12,749 2,704 10,751 64 138

C ⅠD 14,389 38,221 9,333 28,576 1,101 6,440 527 3,571 29 308FD 9,692 36,912 8,722 28,929 2,232 7,707 1,437 4,513 28 316

計 24,081 75,133 18,055 57,505 3,333 14,147 1,964 8,084 57 624

N ⅠD 20,374 34,948 19,452 31,625 7,690 15,714 5,471 10,293 539 894FD 20,294 22,680 19,882 20,027 9,422 13,526 4,486 7,489 512 794

計 40,668 57,628 39,335 51,652 17,112 29,240 9,957 17,782 1,051 1,688

K ⅠD 16,597 44,482 14,876 41,966 5,193 20,865 4,200 18,374 278 416FD 18,842 22,658 17,285 21,317 6,346 12,960 3,818 7,522 1,277 1,863

計 35,439 67,140 82,161 63,283 ll,539 33,825 8,018 25,896 1,555 2,279

J ⅠD 78,445 158,653 73,071 144,118 42,516 90,636 21,416 54,338 8,232 13,262FD 82,644 120,378 77,913 108,851 70,615 100,664 21,222 33,776 27,543 32,967

計 161,089 279,031 150,985 252,969 113,131 191,300 42,638 88,114 35,776 46,229

U ⅠD 67,028 106,786 44,229 77,560 16,500 36,147 8,794 22,897 732 1,852FD 34,285 61,523 29,174 51,811 22,062 39,235 7,753 14,649 1,204 3,903

H ⅠD 17,418 23,649 16,730 23,262 5,920 8,995 4,168 7,176 26 35FD 13,289 17,154 13,184 16,971 5,399 5,955 2,109 2,154 21 41

計 30,707 40,803 29,914 40,233 ll,320 14,950 6,277 9,330 47 76

R ⅠD 466,407 730,321 240,764 386,378 55,747 104,298 15,813 29,718 15,704 27,422

0 FD 285,934 444,660 197,701 316,267 106,377 180,870 15,717 43,832 41,185 60,397

W 計 752,341 1,174,981 438,465 702,645 162,124 285,168 31,530 73,550 56,889 87,819

汁 ⅠD 735,237 1,248,734 449,147 815,971 145,500 325,231 69,569 183,399 25,705 44,653FD 490,014 785,591 386,052 616,706 233,779 394,155 66,090 142,273 71,838 100,642

計 1,225,251 2,034,325 835,199 1,432,677 379,279 719,386 135,660 325,671 97,543 145,296

表 2 地域の輸出入状況 (単位 :百万 US‡)
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である｡このため,データの中では中国一韓国,中国一台湾の貿易データが

1990年表には無い状態で始まっている｡

また時期的には1997年の香港返還,またアジア通貨危機より以前のことで

ある｡

なお,1992年にはASEAN諸国によるAFTAの動きはあったが,開発途

上国基準が適用されていた｡1993年に域内関税引き下げが開始されたが,先

発 6カ国による当初の計画のFTAが前倒しにより一応完成したのは2002年

である(注18) (伊藤隆敏+財務省財務総合研究所(2004))0

次に,表 3においては,1995年における域内の輸入分合計 (ID:中間投

入,FD:最終需要,および合計)について,表 2の製造部門,機械工業部

門,電気 ･電子工業部門,自動車工業部門それぞれの全部門計に対する比率

を示している｡これはたとえばFD:輸入中間財全体に注目した場合,各国

からの輸入品はどのぐらいの比率を特定の産業に集中しているかを示すこと

ができる｡

特に輸入分の中間投入を縦方向に見た場合,電気 ･電子工業部門に高い比

率で集中している国 ･地域が出現していることがわかる｡わが国(∫)の0.281

に対して,マレーシア(M):0.605,シンガポール(S):0.728,タイ(T):

0.330,台湾(N):0.330,韓国(K):0.332など,大半の国 ･地域において

輸出中間財の内,相当な比率を電気 ･電子工業部門にあてていることがわか

る｡これに比較すると,中間財のやり取りに関しては自動車産業はまだ端緒

についた時期であったと考えられる｡

データ的には10年以上前の時期ではあるが,サーベイされた論文が注目し

ていた時期 ･地域であること,またデータからも電気 ･電子工業部門を中心

に中間財貿易がある程度進展していた可能性があり,分析の対象になりうる

と考えられる｡

(注18)関税引き下げスキームとして共通効果特恵関税 (CEPT)を採用する｡これは関税

撤廃ではなく0-5%への引き下げによる｡
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M 製造業部門 機械工業部門 電気 .電子工業部門 自動車工業部門

Sec. 017-050B (49) 045A～049(13) 046A,046B 047A,047B

E 午 '95 '95 '95 '95

Ⅰ ⅠD 0.402 0.049 0.033 0.003FD 0.729 + 0.183 ++ 0.119 + 0.019 ++

計 0.476 0.080 0.052 0.007

M ⅠD 0,767 + 0.473 + 0.434 + 0,003FD 0.906 0.696 0.605 0,008 +

計 0.809 0.541 0,486 0.005

P ⅠD 0.622 + 0.245 + 0,229 + 0.008FD 0.653 0.124 0.110 0.003 ++

計 0,634 0.197 0.182 0.006

S ⅠD 0.958 + 0.582 + 0.501 + 0.004FD 0.960 0.840 0.728 0.003 +

計 0.959 0.687 0.594 0.004

T ⅠD 0.876 + 0.408 + 0.349 + 0.006 +FD 0.921 0.398 0.330 0.002

計 0.895 0.404 0.341 0.004

C ⅠD 0.748 0.168 + 0.093 十十 0.008.FD 0.784 + 0.209 0,122 0.009 +

計 0.765 0.188 0.108 0.008

N ⅠD 0.905 + 0,450 + 0.295 + 0.026 +FD 0.883 0.596 0.330 0.035

計 0.896 0.507 0.309 0.029

Ⅹ ⅠD 0.943 + 0.469 + 0.413 + 0.009 +FD 0.941 0.572 0.332 0.082

計 0.943 0,504 0.386 0.034

∫ lD 0.908 + 0,571 + 0.342 + 0,084 +FD 0,904 0.836 0.281 0.274

計 0.907 0.686 0.316 0.166

ⅠD 0.726 0.338 + 0.214 + 0.017

U FD 0.842 + 0.638 0.238 0.063 +

H ⅠD 0.984 + 0,380 十 0.303 + 0.001FD 0.989 0.347 0.126 0.002 +

計 0.986 0.366 0.229 0,002

R ⅠD 0.529 + 0.143 + 0.041 0.038 +

0 FD 0.711 0.407 0,099 十 0,136

計 ⅠD 0.653 +FD 0.785

表 3 1995年域内輸入分合計の全部門計に対する比率
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さらに,表 2をもとに,各国からの輸出全体のうち,ID:中間投入分と

FD:最終需要分でどちらが期間内にシェアを伸ばしたかを表中に示してあ

る｡輸入分の内,シェアを伸ばしたものは(+),減じたものは(-)｡ただし

50%以上の変化があったものは,それぞれ(++),および(-)としている｡

全部門あるいは製造業部門全体の場合にはやや暖味な傾向であるが,機械

工業部門,さらにその中で電気 ･電子工業部門においては,各国からの輸出

中間財のシェアが一様に伸張していることがわかる｡

6 拡張されたVirticaJspeciaJizationshare行列の計算結果

以上の準備のもとで,式(6)に従ったvirticalspecializationshare行列を

算出した｡行列要素をすべて列挙するりは現実的ではないので,集約された

ものを表示する｡まず,表 4は各国別に算出されたvirticalspecialization

share行列守Tskの要素をすべて総和したものであり,本来の iSk (輸出合計

膏ik 伸び率'95/'90'90 '95

Ⅰ 0.0997 0.1191 0.19

M 0.2507 0.3520 0.40

P 0.2360 0.2702 0.14

S 0.5506 0.4840 ▲0.12

T 0.2703 0.2951 0.09

C 0.1331 0.1584 0.19

N 0.3343 0.3599 0.08

氏 0.2948 0.2856 ▲0.03

∫ 0.0954 0.0853 ▲0.ll

表 4 i7ik (面鼓の要素をすべて総和Lたもの)



456 経 営 と 経 済

のvirticalspecializationshare)に相当する値である｡

(∫)日本,(K)韓国,(N)台湾の1990年値については,Hummelsaet

al.(2001)においてOECD産業連関表を用いて計算された値がグラフの形で

提示されているが,その読み取り値と比較した場合,ほとんど合致している｡

輸出合計のvirticalspecializationshareを見た場合,5年間で増加した国

もあれば,減少した国もある｡(M)マレーシア,(U)米国,(Ⅰ)インドネ

シア,(P)フィリピンなどは伸張が著しい｡特に (M)マレーシアが顕著

である｡これに対して,(S)シンガポール,(∫)日本では値が減少している｡

ただし,単なるi7Skの増減を見た場合は,中間財の国内生産が増加した場

合などは 膏Skは減少するし,また工業製品としての中間財以前の資源輸入

額が増加した場合も職 は増加するので注意が必要である｡

次に,拡張されたvirticalspecializationshare行列のTskの要素の特徴を

示す方法で集約された計算結果を表 7,8,9に示す｡

各表は横方向に見た場合,それぞれ輸出合計と中間財輸出について,製造

業部門,機械工業部門,電気 ･電子工業部門,自動車部門の各部門について

のvirticalspecializationshare(Vskの要素を目的別に部分的に総和したも

の)および,それに関する情報が記載されている｡

縦方向に見た場合,順に1990年および1995年の 了肩および伸び率,さらに

表の右側には,

(1)MAXOUTPUTシェアとして,｢どの国への輸出がvirticalspecializa-

tionshareの値が大きいか｣について,トップの国の記号と,各年次で

のvirticalspecializationshareに占めるシェア

(2)MAXINPUTシェアとして,｢virticalspecializationにおいて,どの国

からの中間財が大きく寄与したか｣について,トップの国の記号と,各

年次でのvirticalspecializationshareに占める寄与率

について,国別,財別,部門別のデータが整理されている｡

それぞれ,Vsk行列について,行和または列和をとったベクトル (式(7),
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式(8)に相当する計算から導出)から得られる情報である｡各国の輸出合計

の行で総額の部分は表 4の値と同じものである｡

なお,シェアのトソプを求める際には域内の国に限定し,ROW は除去し

た｡これは原油輸入の影響を除去するためである｡

これらの各VSの導出結果からは以下の事項がわかる｡特に,中間財での

virticalspecializationのフローがある程度浮かび上がっている｡

●Hummelsaetal.(2001)では中間財と最終財を分離していない輸出合

計に関するVSのみを提示していた｡そこで示されていた日本,韓国,

台湾については,日本のVSは低下傾向になるグラフになっていた｡

韓国はやや低下気味であり台湾は増加傾向であった｡(注19)しかし,中

間財VSで見た場合,いずれの国も増加傾向にある｡

●部門別に見た場合,輸出全体でも各国の電気 ･電子部門のVSの増加

が著しい｡しかしながら中間財で見た場合,その傾向はさらにいっ

そうはっきりしている｡この時点で,かなりの中間財貿易が増加し

た可能性が高い｡

●輸出合計では自動車製造部門のVSが延びていても,中間財で見ると

その傾向は異なっている｡VSシェアが低下している場合が多い｡こ

れはこの時点では自動車関連部品の中間財取引はそれほどなかった

か,日米以外の輸出国は少ないということであろう｡

●輸出に含まれている輸入中間財VSは,各国とも日本からの輸入が寄

与したものが多 く,またVSは対米輸出で顕著である｡これは輸出合

計でも中間財の場合でも同様である (米国のみは日本-日本となる)0

●輸出のVSシェアが米国がトップの場合でも,多くの場合日本が2番

目にあることが多い｡

これらからうかがわれることは,1990-1995年の期間において,中間財

レベルで ｢日本-アジア諸国-米国｣という流れのvirticalspecializationが

(注19)Hummelsaetal.(2001),p84-85,Fig.2およびFig.3
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生じていた可能性が高い｡また同じく中間財レベルで ｢日本-アジア諸国-

日本｣というvirticalspecializationのフローもいくつか見られる｡中間財で

の ｢日本-アジア諸国-日本｣のフローについてはfragmentation的な様相

を想像できる｡しかし ｢日本-アジア諸国-米国｣のフローについては

FeenstraandHansom(1995)のいうところのoutsourcing的なものである可

能性が高い｡

また,｢米国-日本-米国｣の中間財フローについてはvirticalspecializa-

tionなのか,それぞれ特化した中間財の交換なのか,貿易統計との対比が必

要であると考えられる｡これは他のうかがわれるフローについても同様であ

り,今後の研究テーマでもある｡

しかし電気 ･電子工業部門における中間財のVSの伸びはきわめて大きい

ことから,｢日本-アジア諸国-米国｣だけではなく,対米輸出に比較した

ら数値は小さいものの,｢日本-アジア諸国｣段階でどのようなことが生じ

ているのか,次の節で検討を行う｡各国の,輸出総額VSに対する中間財

VS,および中間財の中の電気 ･電子工業部門のVSの構成比を表 5に示す0

VS 構成比

輸出総額VS 中間財VS 電気一電子VS 中間財VS 電気.電子VS
Ⅰ 0.1191 0.0428 0.0028 0.36 0.02

M 0.3520 0.1344 0.0511 0.38 0.15

P 0.2702 0.1344 0.0511 0.50 0.19

S 0.4840 0.1560 0.0649 0.32 0.13

T 0.2951 0.0899 0.0387 0.30 0.13

C 0.1584 0.0336 0.0044 0.21 0.03

N 0.3599 0.1071 0.0251 0.30 0.07

K 0.2856 0.0998 0.0258 0,35 0.09

∫ 0.0853 0.0319 0.0067 0.37 0.08

U 0.1058 0.0169 0.0043 0.16 0.04

表 5 各国の,輸出総額vsに対する中間財vS,および電気 ･電子工業部門の

vsの構成比
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マレーシア,フィリピン,シンガポール,タイにおける電気 ･電子工業部門

のVSの構成比が高いことがわかる｡韓国,台湾,日本がそれに次ぐ｡

7 アジアグループ対米国での分析

国際産業連関表を用いても,国別のvirticalspecializationshareを求めた

り,virticalspecializationshareに対する中間財インプットの寄与率,中間

財アウトプットにおけるシェアを求めることは,2-stage的なモデリングと

いえる｡

順を追って考えると,モデル(3)をモデル(4)に修正したことは,各国の産

業部門について,2-stage的モデルから国内をmultトstage的モデルに改善

したことに相当する｡モデル(3)では,輸入された中間財は一過的に輸出品

に含まれて再び国境を出ることになるが,モデル(4)では国内の産業構造に

したがって国内での連続した投入産出を繰り返していくことになる｡身析対

象国kについてのレオンチェフ逆行列(I-ADk)~1がそれを意味している｡

ただし国全体として輸入中間財の投入量は変わらない｡

この国内産業レベルでのmulti-stage的モデルの性質は,国際産業連関表

を用いたモデル(6)においてもそのまま同じく国内産業レベルでは保存され

ている｡しかしながら国 ･地域レベルでは (中間財輸出国-生産国-中間財

輸出)という2-stage的モデルになっている｡これをmulti-stage的モデル

に改善するには産業連関分析理論によって,分析対象国kについての(I-

ADk)-1を,域内全体についての(Ⅰ-ADall)11に拡大すればよい｡これにより,

産業間についても国 ･地域間についても,連続した投入産出の繰 り返しを意

味することになる｡

注意すべき点は,

●モデル(3)をモデル(4)に修正しても国全体として輸入中間財の投入量

は変わらないが,国をグループ化すると,内部での中間財のやり取 り
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が多く,グループ外からの輸入が少ない場合は,相対的にVSは低く

なるはずである｡

●もともと国内だけで生産されている (中間財も国産を使用する)最終

財の場合,VSの値はきわめて過大に評価される｡

といったことが生じる｡したがって,この値は前節までに求めたVSの値と

の比較に用いるべきであり,単独で用いるべきではない｡

ここで,使用しているアジア国際連関表の域内10国に拡大した場合,檎

出入はROW との関係になってしまい,ROW については競争型の混合型で

あるために十分な情報が得られない｡本論では前節で論じた1990-1995年期

間でのVSでは,日本からの中間財輸入の寄与率が高く,またそれらは対米

輸出においてシェアが高いという先の結果 (表 7,8,9)を参考にし,冒

本を含めたアジア9カ国をひとつのmulti-stage的な中間財投入産出グルー

プとして設定し,このグループと米国 (およびROW)との間でのVSを分

析する｡

モデルは以下のように修正される｡グループ内国地域数をJ,一国の産業

部門数をnとしたとき(注20),A雪は,グループ内第 i国の輸入分中間財の投

入係数行列,Ejは,第j国のグループ外輸出ベクトルとして,

AM-(A雪 - A写.･･A雪)nxln

AD-

ADll

ADil

A′′/1

1ノ

=り

〃
,

q<
･｡
牢

も
<

ここで,C-(ト AD)~1として,その第ijブロックをCiJと表記する｡

AMnxlnClnXlnElnxn-(∑lF=lA雪ci1-･∑E･=lAてC打 - ∑lF-lA雪cil)E

-∑ll･=lA雪cilEl+.･.+幻=1AAtclJEJ+･･･+∑E=1A雪cilEl

-(∑,(-1∑…-1A雪~cl)･Ej)nxn
(注20)ここでも簡略化のために,最終需要およびROW の部門数は省略して表記している｡
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上記の行列のブロック項である(AAtclJEi)nxlは,式(6)の前段階で出現

したブロック要素,(A等BkEq)nxl-AM(I-ADk)11Eと類似しているが,

全く違ったものである｡

cijはグループ全体での国産分の結合された投入係数行列ADから得られ

る逆行列(IIAD)-1の第ijブロックである (逆行列の一部)だけであり,

行列 Cij自体は,これまで登場したいかなる国 ･地域の国産分の投入係数の

レオンチェフ逆行列でもない｡

よって,この値は,VHskiと区別するため,そのnotationをgVsのように

変えることにする｡

よって,この場合もE-EZ+EF としたときには,以下の行列を計算でき

る｡

elxnAM(I- AD)lE
EG

gV sll ･･･ gVSlj - gVSln

gV si1 - gVS%j ･･･gVSin

gTi5n1 - gVSnj ･･.gVSnn

-gVS (9)

ここでEGはグループ全体での輸出総額になる｡また同様に,列和は米国

からの輸入の輸出への寄与状況を,また行和は部門別に対米輸出における

VSのシェアをあらわす｡

定義をあわせるためにEGで除したが,経済規模の小さな国では非常に小

さな値になるので,V-Sとの比較をするためには,両方とも輸出総額で除し

ていない数値同士で比較するべきである｡

以下,計算結果の比較をする｡

表 6の左側は,アジア9カ国をグループ化して,米国およびROW との

グループとしての貿易から式(9)により,中間財VSを求めた値である｡右

側は前節で求めたVSを輸出額で除す前の値のうち,各国の米+ROW に対

する中間財VSと,その合計値である｡

グループ化することにより,自動車部門を除いてVSの値はグループ前の
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(A)グループ外輸出VS (B)各国別モデルでのグループ外輸出VS(×1000) 比率(A/B)Ⅰ ､M P S T C N K J G計

総額('90) 8,725 165 986 318 2,209 596 447 3,196 1,906 3,189 13,011 0.671

製造業 5,676 118 910 263 1,961 520 375 2,617 1,472 1,865 10,102 0.562

機械工業 3,461 20 367 145 1,324 263 96 1,080 684 511 4,490 0.771

電気 .電子 1,671 4 246 130 1,031 231 58 724 545 315 3,282 0.509

自動車 727 3 39 7 12 5 5 51 7 24 153 4.752

総額('95) 17,322 384 4,155 1,141 5,370 1,980 1,820 5,682 4,270 5,224 30,026 0.577

製造業 10,805 298 3,683 881 4,860 1,754 1,421 4,894 3,522 3,636 24,949 0.433

機械工業 8,175 117 2,428 358 4,097 1,091 456 2,500 2,148 1,869 15,064 0.543

電気 .電子 4,687 50 1,999 246 3,482 979 288 1,780 1,867 1,523 12,213 0.384

表 6 グループ化による米+ROW への輸出vS比較

各国VSの総和よりかなり小さな値になっている｡これはすでに述べたよう

に,グループ化することにより,グループ外からの中間財輸入が計上されな

くなるために,結果として中間財VSが過小に計算されるためである｡自動

車部門の場合は逆に見かけ上の誘発により過大に計算される｡これは中間財

から国産比率が高い (かなりの部分を付加価値で占める)ためである｡

注目すべきことは,1990年でも比率が低めであった電気 ･電子産業が1995

年には明らかに他の部門よりも低い値をとっていることである｡これは各国

モデルでは急増する中間財の輸出入に対して,そのフローのかなりの部分が

アジア域内での取引になっているということである｡すなわち,全体ではま

だ (日本-アジア諸国-米国)という中間財フローがあるものの,1990年に

比較して域内での取引が増加して,(日本寸.-アジア諸国-←→-アジア諸国-

米国)のような構造に変容していることが定量的に確認されていることにな

る｡virticalspecializationよりも強い意味でfragmentationが生じている可

能性が高い｡
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8 おわりに

本論ではfragmentation周辺の先行研究成果をサーベイした上で,Hum-

melsaetal.(2001)の提示したvirticalspecializationshare(VS)について,国

際産業連関表を用いることでそq)可能性を拡張した.HummelsaらのVS導

出は非競争輸入型の産業連関表を用いることにより中間財輸入の効果が輸出

にどのような影響を及ぼしているか計測したものである｡しかし,各国別q)

産業連関表を用いたことにより,多 くの国々のvirticalspecializationの状況

を比較できた代わりに,輸出については中間財輸出を分離して分析すること

はできなかった｡それに対して本論では国際産業連関表を用いることにより,

輸入と同様,輸出側においても中間財を分離し,中間財のVSを求めること

ができた｡その結果,2-stage的なvirticalspecializationではなく,より連

鎖的になりうる可能性のある中間財のみのvirticalspecializationを,各国間

で調べることができた｡ここでは1990年代前半においては日本-アジア諸国

-米国という中間財フローが大きいこと,また電気 ･電子部門でのVSの伸

張が著しいことを示せた｡さらに,域内の国 ･地域をグループ化し,同様に

VSを計算することにより,この増加しつつある電気 ･電子部門でのVSは,

グループ外に流出するよりもグループ域内での連鎖の方が大きいことを示せ

た｡このことは,間接的ではあるが,fragmentationの存在を示唆する結果

を導 くことができた｡

国際産業連関表は作成まで期間がかかるものであり,最新のデータであっ

ても10年前後の遅延がある｡本論では1995年が最新時点になるが,時期的に

2000年表の発表が近づいていると考えられ,間もなく上記の結果を最新の

データで確認できると考える｡無論,fragmentationの問題は,産業連関表

や貿易統計のデータ比較のみで判別できるとは考えない｡Feenstra(1998)が

示唆するように,多くの指標から絞 り込んでいく必要があるのは言うまでも

無い｡さらに,量的な問題と質的な問題ということも避けて通れないのでは
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ないだろうか｡

fragmentationやdisintegrationといった概念は生産工程が細かく分かれ

て世界に拡散していくという視点から生じている｡またoutsourcingは,国

内からみた調達の視点である｡ならば,海外立地側からの視点も必要であろ

う｡また工程にしろ調達にしろ,最終化する企業や,そういった企業本社が

存在する国 ･地域からの視点や解釈のみでよいのだろうか｡

2005年 9月にわれわれがシンガポールで行った現地調査においては,当地

で長 く貿易業務に携わる専門家たちは,工程の分断化という概念よりも ｢融

通｣という実感を持っているのが印象的であった｡昔から東南アジアに進出

している日系企業の工場,そしてそれらとの取引で技術力をつけた現地企業

の工場などが,状況を判断しながらラインを組み替えて需要に応じている中

で,互いに部品や半製品を ｢融通｣し合っており,その結果貿易統計上で

HSの細かなコードの製品が増加しつつあるという印象を持っているようで

ある｡

本論では産業連関表というマクロなデータでのアプローチを試みたが,今

後はさらに多角的なアプローチを試みることを課題としていきたい｡なお本

論文は科学研究費補助金 (藤田 :科学研究費補助金,課題番号16330049:塞

盤研究(B)(2))の研究成果の一部である｡
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表 7 拡張された vjrticalspecializationshare行列Vi kの計算結果 (1)
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